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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結
累計期間

第63期

会計期間
平成24年４月１日から

平成24年９月30日まで

平成25年４月１日から

平成25年９月30日まで

平成24年４月１日から

平成25年３月31日まで

売上高（百万円） 102,206 113,198 202,236

経常利益（百万円） 7,514 10,046 16,326

四半期（当期）純利益（百万円） 4,422 5,710 9,722

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
4,752 12,932 16,622

純資産額（百万円） 125,417 146,412 135,710

総資産額（百万円） 177,365 212,892 196,375

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
91.83 118.97 201.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 66.5 64.4 64.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
7,770 14,150 19,403

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△9,597 △10,813 △22,113

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△842 △144 △377

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
25,031 29,694 25,593

　

回次
第63期

第２四半期連結
会計期間

第64期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで

平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで

１株当たり四半期純利益金額

（円）
45.01 62.92

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におきましては、国内の受注減少はみられるものの、円安効果や新拠点の販売開始に

より、売上高は増加しております。利益面におきましては、円安効果やコスト低減活動を進めてまいりました結

果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高 １,１３１億円（前年同期比 １０．８％増）、営業利益 ９３億

円（前年同期比 １８．７％増）、経常利益 １００億円（前年同期比 ３３．７％増）、四半期純利益 ５７億円

（前年同期比 ２９．１％増）となりました。

　報告セグメント別の概況は下記のとおりであります。

〔ＭＴ（手動変速装置関連事業）〕

　国内自動車メーカーからの受注減少はあるものの、円安効果及び堅調なアセアンと中国の受注増加により、売上

高は ３３４億円（前年同期比 １２．３％増）となりました。セグメント利益は、売上高の増加により ４７億円

（前年同期比 ７．５％増）となりました。

〔ＡＴ（自動変速装置関連事業）〕

　円安効果及び新拠点の販売開始により、売上高は ６７４億円（前年同期比 ９．９％増）となりました。セグメ

ント利益は、売上高の増加及びコスト低減活動により ５３億円（前年同期比 ５８．９％増）となりました。

〔その他〕

　国内の産業機械用製品の受注減少はあるものの、円安効果及び新拠点の販売開始により、売上高は １２２億円

（前年同期比 １１．３％増）となりました。セグメント損失は、国内の産業機械用製品の受注減少及び新拠点立

上げ費用の発生により １億円（前年同期は ６億円のセグメント利益）となりました。

　所在地別の概況は下記のとおりであります。

〔日本〕

　自動車メーカー及びトランスミッションメーカーの受注減少により、売上高は ６３８億円（前年同期比 ０．

９％減）となりました。営業利益は、円安効果及びコスト低減活動により ６９億円（前年同期比 ５５．９％増）

となりました。

〔米国〕

　円安効果及び新拠点の販売開始により、売上高は ２１３億円（前年同期比 ３５．６％増）となりました。営業

利益は、売上高の増加により ７億円（前年同期比 ３．６％増）となりました。

〔アジア・オセアニア〕

　円安効果により、売上高は ２５７億円（前年同期比 ２７．１％増）となりました。営業利益は、労務人件費等

固定費の増加及び新拠点立上げ費用の発生により ２０億円（前年同期比 １９．７％減）となりました。

〔その他〕

　売上高は ２１億円（前年同期比 ２８．２％増）となりました。営業利益は ５６百万円（前年同期比 ４７．

２％減）となりました。　
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（2）財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は ２,１２８億円となり、前連結会計年度末に比べ １６５億円増加いた

しました。主な内容は、有形固定資産の増加 ８５億円、現金及び預金の増加 ４１億円、受取手形及び売掛金の増

加 １９億円であります。負債は ６６４億円となり、前連結会計年度末に比べ ５８億円増加いたしました。主な

内容は、借入金の増加 ３１億円、支払手形及び買掛金の増加 ３１億円であります。純資産は １,４６４億円とな

り、１０７億円増加いたしました。主な内容は、利益剰余金の増加 ４５億円（四半期純利益による増加 ５７億

円、剰余金の処分（配当金）による減少 △１１億円）、為替換算調整勘定の変動による増加 ５３億円、少数株主

持分の増加 ５億円であります。なお、自己資本比率は、前連結会計年度末の ６４．６％から ６４．４％となり

ました。

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は ２９６億円（前年同四半期

末残高 ２５０億円）であり、前年同四半期末に比べ ４６億円の資金増となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローで獲得した資金は、税金等調整前四半期純利益の増加、たな卸資産の減少、

仕入債務の増加等により、前第２四半期連結累計期間と比較して ６３億円増加し、１４１億円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローで使用した資金は、無形固定資産の取得による支出が増加したこと等によ

り、前第２四半期連結累計期間と比較して １２億円増加し、１０８億円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローで使用した資金は、借入金による調達が増加したこと等により、前第２四半

期連結累計期間と比較して ６億円減少し、 １億円となりました。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の総額は、2,143百万円であります。　

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの運転資金及び設備投資資金は、主として自己資金により充当し、必要に応じて借入による資金

調達を実施することを基本方針としています。

　当第２四半期連結累計期間における設備投資等の資金については、主として自己資金により充当しました。

　今後の資金需要の主なものは、環境性能の高い新製品の開発投資やさらなるグローバル化に対応するための海

外投資等であります。これらの資金需要に対しては、主に自己資金で充当する予定ではありますが、資金の不足

時に備え、直接金融においては格付機関による企業格付の向上を図ること、また、間接金融では金融機関との関

係を強化することにより有利な調達条件の維持に努め、負債と資本のバランスに配慮しつつ、適切で柔軟な資金

調達体制を構築してまいります。

　従い、当社グループは、その健全な財務状態、営業活動によるキャッシュ・フローを生み出す能力、当社グ

ループの成長を維持するために将来必要な運転資金及び設備投資資金を調達することが可能と考えております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 168,000,000

計 168,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)

（平成25年９月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通

株式
48,593,736 48,593,736

東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数 100株

計 48,593,736 48,593,736 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 48,593 － 8,284 － 7,540
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（６）【大株主の状況】

　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

アイシン精機株式会社 愛知県刈谷市朝日町２丁目１ 7,230 14.87

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 4,612 9.49

アイシンホールディングスオ

ブアメリカ
（常任代理人株式会社三井住友銀行
証券ファイナンス営業部）

 1665 East Fourth Street Seymour,IN 47274 U.S.A.

（東京都千代田区有楽町１丁目１番２号）
4,500 9.26

アイシンヨーロッパＳＡ
（常任代理人株式会社三井住友銀行
証券ファイナンス営業部）

Avenue de L'Industrie21, Parc Industriel, B-

1420 Braine-L'Alleud,BELGIUM

（東京都千代田区有楽町１丁目１番２号） 

4,500 9.26

全国共済農業協同組合連合会

（常任代理人日本マスタートラスト

信託銀行株式会社）

東京都千代田区平河町２丁目７番９号

（東京都港区浜松町２丁目11番３号）
2,040 4.19

日本マスタ－トラスト信託銀

行株式会社
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 1,930 3.97

資産管理サービス信託銀行株

式会社

東京都中央区晴海１丁目８－１２ 晴海アイランドトリトン

スクエアオフィスタワーＺ棟
1,518 3.12

日野自動車株式会社 東京都日野市日野台３丁目１－１ 1,271 2.61

ダイハツ工業株式会社 大阪府池田市ダイハツ町１－１ 1,241 2.55

芭蕉会 大阪府寝屋川市木田元宮１丁目１－１ 883 1.81

計 － 29,728 61.17

（注）１.上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　　4,612千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　1,930千株

資産管理サービス信託銀行株式会社　　　　　　　　1,518千株

２.上記の所有株式数のうち、株式付与ＥＳＯＰに係る株式数は次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　　 85千株

３.ウェリントン・マネジメント・カンパニー・エルエルピーから平成25年１月８日付の大量保有報告書(変更

報　　　　　

告書)の写しの送付があり、平成24年12月31日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けましたが、当

社として当第２四半期会計期間末日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状

況には含めておりません。

　なお、その大量保有報告書(変更報告書)の内容は次のとおりであります。

大量保有者　　　　ウェリントン・マネジメント・カンパニー・エルエルピー

住所　　　　　　　280 Congress Street, Boston MA 02210, U.S.A.

保有株券等の数　　株式　1,941,416株

株券等保有割合　　4.00％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 589,300 859 －

完全議決権株式（その他） 普通株式 47,980,400 479,804 －

単元未満株式 普通株式 24,036 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 48,593,736 － －

総株主の議決権 － 480,663 －

（注）１.「完全議決権株式（自己株式等）」の欄には、当社所有の自己株式が 503,400株、日本マスタートラスト信

託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）が所有する株式 85,900株が含まれております。

２.「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 600株、議決権の数が６個含まれて

おります。

　

②【自己株式等】

　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（数）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エクセディ
大阪府寝屋川市木田

元宮１丁目１番１号
503,400 85,900 589,300 1.21

計 － 503,400 85,900 589,300 1.21

（注）他人名義で所有している理由等

　株式付与ＥＳＯＰ制度の信託財産として、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（（株式付与ＥＳＯＰ信託

口）東京都港区浜松町２丁目11番３号）が所有しております。

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,664 29,778

受取手形及び売掛金 39,817 41,765

商品及び製品 11,012 10,728

仕掛品 4,972 4,581

原材料及び貯蔵品 8,952 9,195

繰延税金資産 3,140 3,517

短期貸付金 518 518

その他 3,745 4,152

貸倒引当金 △102 △122

流動資産合計 97,723 104,113

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 24,522 27,882

機械装置及び運搬具（純額） 33,345 40,641

土地 9,037 9,380

建設仮勘定 17,037 13,651

その他（純額） 4,645 5,629

有形固定資産合計 88,589 97,185

無形固定資産 3,074 3,811

投資その他の資産

投資有価証券 2,949 3,559

長期貸付金 435 236

前払年金費用 － 666

繰延税金資産 1,927 1,683

その他 1,716 1,671

貸倒引当金 △39 △34

投資その他の資産合計 6,988 7,781

固定資産合計 98,652 108,779

資産合計 196,375 212,892
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,471 18,577

短期借入金 5,119 5,765

1年内償還予定の社債 66 8

未払費用 6,893 7,798

未払法人税等 2,684 3,185

製品保証引当金 417 433

その他 8,081 6,196

流動負債合計 38,734 41,963

固定負債

社債 7,000 7,000

長期借入金 7,903 10,374

長期未払金 652 501

繰延税金負債 2,085 2,340

退職給付引当金 3,938 3,890

資産除去債務 27 27

その他 322 382

固定負債合計 21,930 24,516

負債合計 60,664 66,480

純資産の部

株主資本

資本金 8,284 8,284

資本剰余金 7,540 7,541

利益剰余金 116,914 121,424

自己株式 △1,498 △1,484

株主資本合計 131,241 135,766

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 736 1,017

為替換算調整勘定 △5,135 239

その他の包括利益累計額合計 △4,398 1,256

少数株主持分 8,868 9,389

純資産合計 135,710 146,412

負債純資産合計 196,375 212,892
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間
(平成25年４月１日から
平成25年９月30日まで)

売上高 102,206 113,198

売上原価 81,411 89,987

売上総利益 20,795 23,211

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 2,833 3,023

製品保証引当金繰入額 113 79

役員報酬及び給料手当 3,450 3,869

退職給付費用 40 △18

研究開発費 2,045 2,143

その他 4,419 4,747

販売費及び一般管理費合計 12,902 13,844

営業利益 7,893 9,366

営業外収益

受取利息 105 102

受取配当金 21 25

持分法による投資利益 53 82

為替差益 － 710

その他 296 322

営業外収益合計 476 1,243

営業外費用

支払利息 224 315

社債利息 21 17

固定資産除売却損 29 80

為替差損 375 －

その他 203 149

営業外費用合計 855 563

経常利益 7,514 10,046

特別利益 － －

特別損失

投資有価証券評価損 169 －

特別損失合計 169 －

税金等調整前四半期純利益 7,344 10,046

法人税、住民税及び事業税 2,525 3,816

法人税等調整額 △97 19

法人税等合計 2,427 3,836

少数株主損益調整前四半期純利益 4,917 6,210

少数株主利益 494 499

四半期純利益 4,422 5,710
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間
(平成25年４月１日から
平成25年９月30日まで)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,917 6,210

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △101 280

為替換算調整勘定 △62 6,436

持分法適用会社に対する持分相当額 － 4

その他の包括利益合計 △164 6,721

四半期包括利益 4,752 12,932

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,173 11,365

少数株主に係る四半期包括利益 579 1,566
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間
(平成25年４月１日から
平成25年９月30日まで)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 7,344 10,046

減価償却費 5,605 5,684

固定資産除売却損益（△は益） 14 60

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 6

退職給付引当金の増減額（△は減少） △315 △714

受取利息及び受取配当金 △126 △127

支払利息 246 333

売上債権の増減額（△は増加） 1,270 19

たな卸資産の増減額（△は増加） △961 2,439

仕入債務の増減額（△は減少） △3,229 1,937

その他 △72 △1,987

小計 9,766 17,698

利息及び配当金の受取額 171 171

利息の支払額 △264 △334

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,903 △3,384

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,770 14,150

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △14 △44

定期預金の払戻による収入 7 36

有形固定資産の取得による支出 △9,833 △9,803

有形固定資産の売却による収入 28 306

無形固定資産の取得による支出 △436 △1,114

投資有価証券の取得による支出 △10 △6

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

100 －

関係会社株式の取得による支出 △21 △442

貸付けによる支出 △76 △5

貸付金の回収による収入 210 205

保険積立金の解約による収入 61 －

その他 386 54

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,597 △10,813

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 922 1,178

長期借入れによる収入 638 1,988

長期借入金の返済による支出 △795 △1,448

社債の償還による支出 △17 △58

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,206 △1,202

少数株主への配当金の支払額 △377 △577

少数株主からの払込みによる収入 9 －

リース債務の返済による支出 △13 △24

財務活動によるキャッシュ・フロー △842 △144

現金及び現金同等物に係る換算差額 △221 909

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,891 4,101

現金及び現金同等物の期首残高 27,922 25,593

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 25,031 ※ 29,694
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

持分法適用の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間において、新たに設立したエクセディエンジニアリングアジアを持分法適用の範囲に

含めております。

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形割引高 724百万円 1,143百万円

受取手形裏書譲渡高 11 5

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前第２四半期連結累計期間
（平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成25年４月１日から
平成25年９月30日まで）

現金及び預金勘定 25,122百万円 29,778百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △91 △83

現金及び現金同等物 25,031 29,694

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,206 25.0 平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

（注）平成24年６月22日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75467口）に対する配当金 ２百万円を含んでおります。

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月29日

取締役会
普通株式 1,206 25.0 平成24年９月30日 平成24年11月26日 利益剰余金

（注）平成24年10月29日取締役会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株

式付与ＥＳＯＰ信託口・75467口）に対する配当金 ２百万円を含んでおります。

２．株主資本の金額の著しい変動

　　著しい変動がないため、記載しておりません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 1,202 25.0 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

（注）平成25年６月21日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75467口）に対する配当金 ２百万円を含んでおります。

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月29日

取締役会
普通株式 1,202 25.0 平成25年９月30日 平成25年11月25日 利益剰余金

（注）平成25年10月29日取締役会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株

式付与ＥＳＯＰ信託口・75467口）に対する配当金 ２百万円を含んでおります。

２．株主資本の金額の著しい変動

　　著しい変動がないため、記載しておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　前第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日）

　 報告セグメント その他

（百万円）

（注）

合計

（百万円）　
ＭＴ

（百万円）

ＡＴ

（百万円）

計

（百万円）

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 29,814 61,345 91,160 11,046 102,206

セグメント間の内部

売上高または振替高
119 1,026 1,145 3,640 4,786

計 29,934 62,371 92,306 14,687 106,993

セグメント利益 4,374 3,379 7,754 613 8,367

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導装置事

業、２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。

　当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日）

　 報告セグメント その他

（百万円）

（注）

合計

（百万円）　
ＭＴ

（百万円）

ＡＴ

（百万円）

計

（百万円）

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 33,482 67,425 100,907 12,291 113,198

セグメント間の内部

売上高または振替高
156 1,250 1,406 3,660 5,067

計 33,639 68,675 102,314 15,951 118,266

セグメント利益又はセ

グメント損失(△)
4,701 5,372 10,073 △101 9,972

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導装置事

業、２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び該当差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　

利益
前第２四半期連結累計期間

（百万円）
当第２四半期連結累計期間

（百万円）

報告セグメント計 7,754 10,073

「その他」の区分の利益または損失(△) 613 △101

セグメント間取引消去 92 87

のれんの償却額 △60 △4

全社費用（注） △537 △614

その他 30 △74

四半期連結財務諸表の営業利益 7,893 9,366

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び新製品開発費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成25年４月１日から
平成25年９月30日まで）

１株当たり四半期純利益金額 91円83銭 118円97銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 4,422 5,710

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 4,422 5,710

普通株式の期中平均株式数（千株） 48,164 48,001

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．普通株式の期中平均株式数は、自己名義所有株式分を控除する他、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する自己

株式（前第２四半期連結会計期間末日現在 92,400株、当第２四半期連結会計期間末日現在 85,900株）を控

除し算出しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成25年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額 1,202百万円

（2）１株当たりの金額 25円00銭

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成25年11月25日

（注）　平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エクセディ(E02203)

四半期報告書

20/21



 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月13日

株式会社エクセディ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅田　佳成　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 榎本　 浩 　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山口　義敬　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エクセ

ディの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エクセディ及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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